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１　前提
該 当 す る 地 域 県下全域(平坦地）

設定した経営規模 イチゴ高設栽培２１ａ

自　家　労　働 ２人

そ　　の 　他 ①JA共販。
②育苗は雨よけ施設内育苗で、出荷期間は11月中旬から６月上旬。
③鳥取型低コストハウスは補助事業を活用（１／２補助）。

２　作付体系
年次　　　　月

１年目                                 ○………………………………………∧……………………………………◎―――――――――□□□□□□□□

２年目 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

凡例：○親株定植、……育苗期間、∧鉢受、◎定植、――栽培期間、□収穫

３　施設機械装備 但し　Ｒ＝（１－残存割合） （単位：円）
　面積 本作目 負担価額 償却額 耐用 年償却額 経過 期首現在 自己資本 自己資本

種　　類 構造能力 　台数 取得価額 負担率 (B) 年数 (D) 年数 価額 (F) 割　　合 利　　子
　　(A) (A)×R （C） (B)÷（C） (E) (A)-(D)×(E) (G) (f)×(G)×利子率

作業場 木･瓦 30 ㎡ 1,890,000 100 1,890,000 1,890,000 15 126,000 8 882,000 100 35,280
資材倉庫 軽量鉄骨 50 ㎡ 3,150,000 100 3,150,000 3,150,000 15 210,000 8 1,470,000 100 58,800
鳥取型低コストハウス 8ｍ×50ｍ 7 棟 23,723,000 100 23,723,000 23,723,000 10 2,372,300 5 11,861,500 20 94,892
高設ベンチ 6畝×45m 7 組 6,545,070 100 6,545,070 6,545,070 10 654,507 5 3,272,535 20 26,180
育苗ハウス（低コストハウス） 6ｍ×40ｍ 2 棟 1,747,200 100 1,747,200 1,747,200 10 174,720 5 873,600 20 6,989
育苗ベンチ 2bed×35m 2 組 771,120 100 771,120 771,120 10 77,112 5 385,560 100 15,422
動力噴霧器 1 式 280,390 100 280,390 280,390 7 40,056 4 120,166 100 4,807
炭酸ガス発生機（ネポンCG-254S1G） 2 式 884,400 100 884,400 884,400 7 126,343 4 379,028 100 15,161
かん水設備（ポンプ等） 1 式 342,000 100 342,000 342,000 7 48,857 4 146,572 100 5,863
高設ベンチ耕耘機（みのるMFA-6A) 24.5cc 1 式 177,100 100 177,100 177,100 7 25,300 4 75,900 100 3,036
軽トラック4WD 5MT 660cc 1 台 1,200,000 100 1,200,000 1,200,000 4 300,000 2 600,000 100 24,000
合計 40,710,280 40,710,280 40,710,280 4,155,195 20,066,861 290,430

１　　　　２　　　　３　　　　４　　　　５　　　　６　　　　７　　　　８　　　　９　　　　10　　　　11　　　　12

いちご（高設）



４　技術体系（10ａ当たり）

作 物 名 　　　　品　　　　種 　　栽培様式・作型 10ａ当たり収量 　　ほ　場　条　件 作付面積

いちご とっておき、章姫 高設、培地栽培 4,500ｋｇ 2,800㎡

(平坦温暖地）

　　　　項目 耕　種　基　準 作　業　基　準

 10a当たり作業時間 燃　料

作業期間 使用資材名 使用量 作業機名 作業精度及び方法 機械利  組 延労働 消費量

作業名 (月/旬～月/旬) 用時間 人員 時　間 (㍑／10ａ)

親株養生 11／上～3／中 高設育苗棚

親株定植準備 10/下～11/上 プランター 175個 人力 ○親株床の準備

育苗用土 2,450L ア　育苗用土は購入する。 1.0 1 2.0

イ　プランターに用土を詰め配置する。 2 6.0

親株定植 11/上 340株 ○親株定植と管理

人力 ア　プランターに親株を定植する。 1 9.0

    （１、２本植え）
  イ　VF苗から出たランナーをプラン　　　　

　ターに挿し、1プランター3本程度 1 4.0
　にする。

親株管理 11/上～6/中 点滴かん水チューブ 100ｍ ウ　点滴灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置する。 1 6.0

(かん水) かん水装置 エ　適宜、かん水を行う。 1 18.0

(追肥) IBＳ１号 3kg オ　追肥を行う。 1 3.0

(病害虫防除) 動力噴霧器 カ　病害虫防除を行う。 2.0 1 14.0 ｶﾞｿﾘﾝ3.0

(ﾗﾝﾅｰ整理) ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤 20g 人力 キ　古葉、病葉を除去し、5月中はラン 1 19.0

ベルクート水和剤 20g 　ナーを整理する。

親株後始末 8/下 1 4.0

育苗準備 5/中～9/上 ○育苗準備

(土入れ） 9cmポリポット 9,000個 人力 ア　ポットに土入れをする。 2 38.0

育苗用土 2,700L

育苗管理 6/中～9/上 ○育苗管理 186.0

ア　高設棚に育苗トレイを置く。

イ　育苗トレイに農ポリを敷き、

　　小さな穴を開けておく。

(かん水) かん水チューブ 100m ウ　育苗トレイににポットを配置する。 1
農ポリ 120m かん水装置 エ　かん水チューブを配置し、適宜

　　かん水する。 2

オ　ランナーをポットに固定し発根させ 2

　　る。

カ　8月中旬以降ランナーを切り離す。 1

キ　古葉かきを行う。 1

(病害虫防除) 6/中～9/上 ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤 160g 動力噴霧機 カ　病害虫防除を徹底し、本ぽに病害虫 12.0 1 18.0 ｶﾞｿﾘﾝ12.0

ベルクート水和剤 30g 　を持ち込まないように努める。

ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 150ml

アファーム乳剤 100ml

チェス水和剤 40g

本ぽ準備 7/下～9/上

(培土準備） 高設ベッド ○本ぽ準備

(太陽熱土壌 6ｍ間口4畝 ア　ポリで土壌を30日間以上被覆する。 2 12.0

消毒)

(ﾋﾞﾆｰﾙ除去) ポリフィルム イ　土壌消毒終了後ポリを除去する 2 8.0

(元肥施用） 苦土石灰 40kg ウ　元肥施用する。 1 4.0

(耕耘) ロング180 40kg エ　混和する。 1 20.0

バイオノ有機S 80kg

ピッカリン 40kg

定植 9／上～中 ミネパワーＳ 20kg 人力 ○定植

ア　株間20～18cmとし10ａ当たり7,800 3 48.0

　～8,700株植え付ける。

(かん水)

ウイルスフリー
(VF)親苗



　技術体系

　　　　項目 耕　種　基　準 作　業　基　準

 10a当たり作業時間 燃　料

作業期間 使用資材名 使用量 作業機名 作業精度及び方法 機械利  組 延労働 消費量

作業名 (月/旬～月/旬) 用時間 人員 時　間 (㍑／10ａ)

株管理 9/中～5/下 かん水装置 ○かん水

(かん水) 点滴かん水チューブ 664ｍ ア　活着まではかん水に努める。 1 28.0

イ　ﾏﾙﾁ被覆後は生育状況、土壌水分

　に応じてかん水する。

○摘葉

(摘葉） 10/上～5/上 人力 ア　随時、古葉、病葉、ﾗﾝﾅｰの除去を 3 125.0

　行う。

○摘果

(摘果） 10/中～4/中 人力 1果房あたり６果程度に摘花し大果収穫 3 136.0

に努める。

ハウス管理 10/上～5/下 ○マルチ、ビニール被覆

(ﾏﾙﾁ被覆) 10/上～11/下 黒ポリマルチ 664ｍ 人力 ア　出蕾までにマルチを張る。 3 20.0

(ﾋﾞﾆｰﾙ被覆) イ　外張り被覆は年中張り。

内張農ポリ ウ　内張ｶｰﾃﾝは、11月下旬頃から開閉

　を行う。

9/中～10/中 エ　定植後から降温に寒冷紗をする。 2 6.0

(ﾐﾂﾊﾞﾁ搬入) 10/中 ミツバチ ２群 ○ミツバチ搬入 1

(温度管理) 10/中～5/上 ○温度管理

ア　昼間23～25℃、夜間5℃以上に保 1 166.0

　つ（炭酸ガス発生機の設定）。

(追肥) 1/上～ アミノキッポ 20kg かん水装置 ○追肥 1 36.0

ア　液肥を液肥混入器でかん注する。

(ＣＯ2施用） 12/上～3/中 ＬＰガス 発生装置 ○ＣＯ2施用

夜明け頃 ア　最高1,500ppmまで上げ1,000ppm前後 LPｶﾞｽ400m3

　に管理する。施用時間は夜明け前後2 電気365.9kwh

　時間。温度管理と同時に正常作動を

　確認する。

病害虫防除

(病害虫防除） 9/下～4/下 ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 400ml 人力 ○病害虫防除

ベルクート水和剤 75g 動力噴霧機 ア　ハダニ、アブラムシ 30.0 1 38.0 ｶﾞｿﾘﾝ 25.0

ロブラール水和剤 200g 生物農薬で防除する。

ｶﾝﾀｽﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 400ml イ　ヨトウムシ

トリフミン水和剤 75g 　殺虫剤を散布

チェス顆粒水和剤 100g

モスピラン顆粒水溶剤100g ウ　灰色かび病

ニッソラン水和剤 200g 　ハウス内の換気に努め、病葉、病果

マイトコーネﾌﾛｱﾌﾞﾙ 200ml 　は取り除く。生物農薬を散布

コロマイト水和剤 300g エ　うどんこ病

アファーム乳剤 150ml 　育苗期の防除を徹底し、本圃に持ち

ノーモルト乳剤 100ml 　込まない。

ニーズ(展着剤) 2,700ml

スパイデックス 300ml

スパイカルEX 250ml

収穫、調製 11/中～5/下 人力 ○収穫、調製

ア　適熟になったものを早朝に収穫。 2 283.0

イ　出荷規格に合わせてﾊﾟｯｸ詰めを行 2 403.0

　う。

出　　　荷 11/中～5/下 軽トラック ○出荷 32.0 1 81.0 ｶﾞｿﾘﾝ 70.0

後 片 付 け 6/中～7/上 ○後片付け 2.0 2 33.0 ｶﾞｿﾘﾝ 2.0

ア　株を抜き取り、マルチをはぐる。

合　　　　　計 1,774.0



５　経営試算(10a当たり)

区分 科目 金額          説     明

主産物価額③ 5,539,500 生産量①： 4,500 kg 単価②： 1,231 円／kg

粗収益 主産物価額 0 生産量  ： 単価  ：

主産物価額 0 生産量  ： 単価  ：

副産物価額④ 0

　  計 　(A) 5,539,500

種  苗　費 68,000

肥　料　費 76,565 使用資材等は技術体系のとおり

生産原価 農　薬　費 93,301 〃

諸 材 料 費 469,956 〃

生 動力光熱費 344,718

農　具　費 60,860 機械負担価額×４％

建物等修繕費 243,535 建物・構築物負担価額×１％

賃 料 料 金 0

共 済 掛 金 14,960

雇 用 労 賃 154,078

産 減価償却費⑤ 1,978,664 別表のとおり

土地改良費 10,833

支払地代⑥ 0

　小計  (B) 3,515,471

販売費一般 出荷資材費 300,251

管理費 販 売 諸 費 731,648

費 諸税負担金 18,521 農協賦課金、車検料、固定資産税

事務研修費 26,893 農業新聞購読料、電話代

支払利息⑦ 121,963 借入資本利子率２％

　小計 （C） 1,199,276

経   営   費   　 (D) 4,714,747 注)（D）=（B）+（C）

家族労働費見積額   ⑧ 2,137,980 農 従 労 働 時 間： 1,606.5 生産管理労働時間： 38.1 1,300 円／時間

支払利子・地代算入生産費(E) 6,852,727 主産物単位当たり 1,523 円／1kg 注（E）=（D）+⑧-④

自己資本 流動資本利子⑨ 95,042 注) ⑨=（(E)ー⑤ー⑦）／２×0.04

利子(F) 固定資本利子 138,300 利子率４％

自 作 地 地 代    (G)   13,619

全算入生産費      (H) 7,099,688 生産物単位当たり 1,578 円／1kg 注)（H）=（E）+（F）+（G）

所　　　得           (I) 824,753 時間当たり 501 円 注)（I）=（A）-（D）

所　得　率           (J) 15 注)（J）=（I）÷（A）×100

農企業利潤           (K) -1,560,188 注)（K）=③-（H）

家族労働報酬         (L) 577,792 時間当たり 351 円 注)（L）=（I）-（F）-（G）

農業資本利潤         (M) -1,313,227 注)（M）=（I）-⑧



６　労働の作業別、旬別配分(10a当たり時間)

　　　　　月・旬 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

作業名 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上　 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　上　 　中 　下 　上 　中 　下 　上 　中 　下 　計

親株床準備 4.0 4.0 8.0

親株定植 9.0 9.0

親株管理（防除含む） 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 6.0 2.5 11.5 3.0 2.5 2.5 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 1.0 1.0 3.0 2.0 2.0 1.0 64.0

親株後始末 4.0 4.0

ポット育苗準備 10.0 10.0 10.0 8.0 38.0

ポット育苗管理 10.0 24.0 24.0 24.0 20.0 20.0 16.0 32.0 16.0 186.0

本ぽ準備 12.0 8.0 24.0 44.0

定植 8.0 40.0 48.0

株管理 25.0 10.0 7.0 7.0 7.0 30.0 12.0 6.0 6.0 7.0 32.0 14.0 8.0 10.0 3.0 3.0 8.0 8.0 8.0 8.0 9.0 25.0 9.0 9.0 9.0 9.0 289.0

ハウス管理 10.0 10.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 8.0 8.0 8.0 8.0 5.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 29.0 10.0 12.0 12.0 12.0 11.0 11.0 11.0 228.0

病害虫防除 4.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 4.0 4.0 56.0

収穫・調製 17.0 17.0 17.0 15.0 15.0 15.0 46.0 46.0 46.0 84.0 84.0 84.0 57.0 57.0 51.0 5.0 10.0 10.0 10.0 686.0

出荷 3.0 3.0 3.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.0 3.0 3.0 3.0 81.0

後片付け 11.0 11.0 11.0 33.0

　　　計 56.0 45.0 37.0 42.0 37.0 70.0 74.5 81.5 68.0 111.5 131.5 115.0 77.0 89.0 76.0 14.0 35.0 37.0 37.0 26.0 34.0 28.0 18.0 60.0 26.0 46.0 10.0 12.0 41.0 22.0 35.0 42.0 32.0 35.0 39.0 34.0 1,774.0

　生産管理労働時間 （ 38.1 ）


